
勾
当
台
通

勾
当
台
通

勾
当
台
通

宮城県議会庁舎宮城県議会庁舎宮城県議会庁舎

仙台市役所仙台市役所仙台市役所

合同庁舎合同庁舎合同庁舎

勾
当
台
通

勾
当
台
通

宮城県議会庁舎宮城県議会庁舎

仙台市役所仙台市役所

合同庁舎合同庁舎

⑦つなぎ横丁から市庁舎への軸線⑦つなぎ横丁から市庁舎への軸線 ⑧つなぎ横丁⑧つなぎ横丁

⑨つなぎ横丁入口⑨つなぎ横丁入口

⑪壁泉への眺め⑪壁泉への眺め ⑫噴水－平和祈念像
（仙台城への軸線と同じ）
⑫噴水－平和祈念像
（仙台城への軸線と同じ）

⑬岩組沿いの軸線⑬岩組沿いの軸線

⑭岩組沿いの軸線⑭岩組沿いの軸線

⑮段丘からの眺め⑮段丘からの眺め

⑯野外ステージからの眺め⑯野外ステージからの眺め

200m
200m

視点場 4

つなぎ横丁から新本庁舎方向を見通す視点場

新本庁舎までの通景が街路樹や自転車置場入

口などによって阻害されている。

視点場 5

新本庁舎から、公園（歴史の広場と憩いの広場）

方向を俯瞰

県庁、合同庁舎の足元にボリュームある緑の

景が広がる。
視点場 4
つなぎ横丁
視点場 4
つなぎ横丁

視点場 5
新本庁舎（高層棟）

視点場 5
新本庁舎（高層棟）

凡例

視線の先が植栽

視線の先が建物
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⑧⑧

⑪⑪

⑩⑩

⑫⑫

⑬⑬

⑭⑭

⑮⑮

⑯⑯

⑨⑨

一番町商店街と定禅寺通の交差点

からは、つなぎ横丁から市役所ま

で見通すことができる。

壁泉の存在を強調している芝生地や花壇

など壁泉前景の設え。

背景には大きく成長した樹木がそびえ合

同庁舎建物の足元を縁取り、いこいの広

場を象徴する景観を創り出している。

時間の経過の中で岩組上部（段丘上）の植栽

樹木が大きく成長し鬱蒼としてきており、設

計意図を踏まえた植栽管理が望まれる。

岩組から出る低木、草本植物や水路際の草本

植物がバランスよく維持されて、庭園的景を

醸し出している。

壁泉左手から南側を俯瞰した景観で、背景と

なるヒマラヤスギなどの大木が、緑豊かな公

園のイメージを醸し出すと同時に、日を浴び

た明るい芝生と花壇を際立させている。

野外ステージ上からは、樹冠で覆われた観客

席の景観が広がり、いこいの広場ならではの

体験が味わえるステージとなっているが、そ

の奥の背景が明るく野外ステージとしての囲

繞感に欠ける。

平和祈念像に向かう軸線上に配列された

水景施設の景。
つなぎ横丁歩道からは街路樹

もあり、市役所を視認するこ

とはできない。

市民広場入口周辺は、地下駐輪場への

出入口シェルターや車止め、照明柱、

柵等交などが建ち並び、エントランス

としての趣が感じられない。

⑩ステージ⑩ステージ

広々とした市民広場は、イベント時には

にぎわいの景をつくり出し、そのまわり

のケヤキやヒマラヤスギ等が豊かな緑の

景をつくり出している。

0 5 10 20 50 100m

N

S=1/1500
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表小路表小路

定禅寺通
定禅寺通
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市民広場市民広場

新本庁舎新本庁舎

トイレトイレ

地下鉄
出入口
地下鉄
出入口

カフェカフェ

民間ビル民間ビル

③③

③③

①①

②②

①①

②②

⑤⑤

⑤⑤

④④

④④

⑥⑥

⑥⑥

⑦⑦

⑦⑦

ステージの背景をつくり出している生垣と高木

の列植は良好。

ステージ脇の高木と低木植栽が、新本庁舎から

南に延びる軸線に干渉する。

ステージの改修計画と整合をとりつつ、広場西

側を縁取りステージの背景となる植栽改修が求

められる。

常緑高木（タブノキ）の並木だが、樹勢・樹形

ともに良好な状態とは言えない。

新本庁舎南広場・表小路との一体利用に配慮する。

見通しの確保やグリーンインフラの効果に配慮して、

ケヤキの保存、低木の伐採など適切な改修方法を検討

する。

大規模イベント時に新本庁舎南側広場と表小路

と一体利用を考慮し現況高木並木の撤去するの

が望ましい。

常緑高木（タブノキ）の並木だが、樹勢・樹形

ともに良好な状態とは言えない。

地下通路工事に合わせ撤去した後、広場を囲う緑として

ふさわしい樹形・ボリュームに配慮した樹種に変更する。

巨木化しつつあるヒマラヤスギ（保存樹林）に

よりボリュームとスケール感のある緑の景をつ

くり出している。

歩道に近接していることから大木の倒木、枝折

などによる歩行者への被害や交通への影響が懸

念される。

植栽地内は暗く、林床は緑のボリュームと彩り

に欠けている。

定期的な樹木診断など安全確保に配慮管理

が重要となる。

街並みを彩るための花灌木や草本地被類の

導入など多様で彩ある林床植栽へ改修する

ことが求められる。

市民広場の南側を縁取る緑としては樹形・樹勢

が悪く美観的にも好ましくない。

仙台という地域性や地下駐車場上部の植栽基盤条件や

樹木の美しさなどに配慮した樹種選定のもと植栽改修

を行うことが求められる。

N

0 10 20 30 50 100m

S=1/1000

３-４.現況樹木の取り扱い

①にぎわいの広場 現況植栽の評価と方針
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